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要  旨 

 
東京湾シンポジウムは，平成13年から国総研が主催して行っているシンポジウムである．いままで，東京湾

の環境上の問題点（第1 回，第2回），再生の計画や内外の事例の紹介（第2 回，第4回），モデル化や評価技

術の検討（第2回，第3 回，第5回)，自然再生の試みと評価（第2 回，第3回，第4 回），ソフト的アプロー

チ（第5回）などが議論・話題提供されてきた．  
第6回は，平成17年6月2日に開催され，国総研のプロジェクト研究「快適に憩える美しい東京湾の形成に

関する研究」の現在までの研究進捗状況の発表を行うとともに，東京湾再生行動計画等への反映について行政

担当者や現場で自然再生に取り組む方々と意見交換を行い，広く議論を共有することを目的として開催された．  
その結果， １）東京湾を再生のポテンシャルを持ち，市民が快適に憩える場と理解し，社会経済活動の発展，

生態系のネットワークの保全，さらには広域の物質循環に配慮した順応的なシステムを持った環境施策が有効

であると考えられること． ２）そのためには，人と海のつながり，適材適所の生物生息場の保全・創造，物質

循環の健全化のための施策応援の仕方 についてのとりまとめや技術開発をしていくことが重要であること．な

どが，明らかになり，「東京湾のグランドデザイン（修正案）」を取りまとめることができた． 
 
キーワード：東京湾，自然再生，海洋環境，モニタリング，モデル化，評価，沿岸域，流域圏 
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Synopsis 
 

Tokyo Bay Symposium has been held since 2001, and organized by NILIM.  Those themes were; 
Environmental issues in Tokyo Bay (1st and 2nd), Case studies from Japan and foreign countries (2nd and 4th), 
Modelling and evaluation techniques (2nd, 3rd and 5th), Ecological restoration (2nd, 3rd and 4th), and Software 
approach (5th).  The 6th symposium was held on 2nd June 2005 aiming to present status of a project-type 
research titled “Towards Present and Beautiful Tokyo Bay”, discuss implementation of the Action Plan of 
Tokyo Bay Renaissance. 

As results two achievements has been accomplished.  1) Tokyo Bay has a potential for environmental 
restoration by applying adaptive management for citizens amuse, sociological development, ecological 
network and material flow.  2) We have to consider / pay attention on relationship with human and sea 
environment, site selection for suitable countermeasures, and R & D for environmental restoration in 
urban context.  Its essence was summarized in a draft environmental ground design for Tokyo Bay. 
 
Keywords: Tokyo bay, ecosystem restoration, marine environment, monitoring, modelling, evaluation and 

assessment, coastal zone, watershed 
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iii 
 

Contents 
 

1. はじめに.......................................................................................................................................................................................1 

2. 第1回東京湾シンポジウム（付録Ａ）.....................................................................................................................................1 

3. 第2回東京湾シンポジウム（付録Ｂ）.....................................................................................................................................1 

4. 第3回東京湾シンポジウム（付録Ｃ）.....................................................................................................................................1 

5. 第4回東京湾シンポジウム（付録Ｄ）.....................................................................................................................................1 

6. 第5回東京湾シンポジウム（付録Ｅ）.....................................................................................................................................1 

7. 第6回東京湾シンポジウム（付録Ｆ）.....................................................................................................................................2 

8. おわりに「東京湾の環境グランドデザイン（修正案）」..........................................................................................................2 

謝辞........................................................................................................................................................................................................3 

付録 A: 第1回東京湾シンポジウム報告書抄録...............................................................................................................................4 

付録 B: 第2回東京湾シンポジウム報告書抄録...............................................................................................................................7 

付録 C: 第3回東京湾シンポジウム報告書抄録.............................................................................................................................11 

付録 E: 第5回東京湾シンポジウム報告書抄録.............................................................................................................................17 

付録 F: 第6回東京湾シンポジウム報告書抄録.............................................................................................................................21 

 



iv 
 



国総研資料 No.447 

1 
 

 
1. はじめに 

 
東京湾シンポジウムは，国土技術政策総合研究所のプロジェクト

研究「快適に憩える美しい東京湾の形成 (H13-16)」を実施する中

で，東京湾に関係する様々な主体（政府関係者，研究者，自治体，

民間企業，ＮＰＯ等）と情報共有を行い，問題点の抽出・解決方法

の討議などを行うことを目的に開催されてきた． 

 
2. 第1回東京湾シンポジウム（付録Ａ） 
 
第1回の東京湾シンポジウムは，平成13 年11 月21 日，品川TOC 

において国土交通省国土技術研究会の指定課題として開催された．

当日，150 名を超える参加者に対して5名の話題提供者より，国土

交通省の環境政策，研究の取り組み，東京湾の環境の問題点に関す

る発表があった． 

まず，港湾局を中心に行われてきた環境施策の流れをとりまとめ，

港湾局環境・技術課より「港湾局における環境施策と問題意識」と

して現在の周辺状況が整理された．次に，東京湾のような内湾域の

環境特性を整理するとともに，今まで行ってきた環境施策とその検

討に用いられた数値モデルの整理を，国土技術政策総合研究所から

「東京湾における環境課題とそのモデル化」として発表した．利用

者側からのニーズの提示として，東京都環境保全局より，「環境研究

者からみた東京湾の環境課題」について，千葉県水産研究センター

より，「水産研究者からみた東京湾の環境課題」について発表いただ

き，東京湾における富栄養化の問題点，貧酸素水隗の問題点などの

提示をしていただおた．また，東京湾の利用者として，幅広い活動

をされている海辺つくり研究会より，利用の観点からの問題点を「Ｎ

ＰＯ活動からみた東京湾の環境課題」として提示していただいた．

最後に，参加者全員での総合討論を行った． 

 

3. 第2回東京湾シンポジウム（付録Ｂ） 

 

第2回の東京湾シンポジウムは，平成14 年3 月19 日，横浜シ

ンポジアにおいて国土技術政策総合研究所の主催により，プロジェ

クト研究「快適に憩える美しい東京湾の形成を目指した研究」の一

環として開催された．当日，180 名を超える参加者に対して１3 名

の話題提供者より，様々な分野から見た東京湾の環境に関する発表

がされた． 

多くの方々と共に，多様な東京湾の環境課題を再確認し，内外の

研究の動向を整理するために，基調講演として北海道大学の岸先生

より「環境問題の把握と生態系モデルの利用」をご発表いただき，

第1 部では「東京湾の環境問題」として，利用者側からの東京湾の

環境問題の提示，第2 部では「環境問題への取り組み」として，環

境評価・生態系モデルの研究者からの最新の情報の発表，第3 部で

は「アジア・オセアニアにおける沿岸環境問題」として，日本，タ

イおよび豪州の比較研究の話題提供いただいた．特に，市民参加・

生態系への配慮の難しさと大切さ，モデル化の発展性と注意点，国

内外の湾と比較した場合の東京湾の特徴などが具体的に紹介された． 

 

4. 第3回東京湾シンポジウム（付録Ｃ） 

 

第3回の東京湾シンポジウムは，平成14 年11 月20 日，品川TOC 

において国土交通省国土技術研究会の指定課題として開催された．

当日，150 名を超える参加者に対して6 名の話題提供者より，東京

湾再生に向けた取り組み，生態系再生に向けた技術課題，生態系の

変化とその評価についての発表があった． 

東京湾の環境問題に対応するための自然再生型事業を想定して，

局所的な生態系保全・修復のあり方を，「東京湾再生に向けた試み」

として関東地方整備局より，「東京湾再生に向けた技術課題」 とし

てマリコン，コンサル，ゼネコンの技術者より，「生態系の変化とそ

の評価」として研究者より話題提供いただき，今後の実証実験の必

要性やそのやり方などについて議論した． 

 

5. 第4回東京湾シンポジウム（付録Ｄ） 

 

第4回の東京湾シンポジウムは，平成15 年2 月22 日，パシフ

ィコ横浜の会議センターにおいて開催された．主催は，国土技術政

策総合研究所，運輸施設整備事業団であり，延べ270名を超える参

加者に対して，13名の話題提供者を得て実施された． 

午前は，（第1 部）「生態系再生の試みとその評価」として生態系

再生のプロジェクト例およびその評価方法について国内外の研究者

より紹介いただき，午後は，（第2 部）「内湾域の環境管理のための

モニタリング・モデルワークショップ」および，（第3 部）「総合討

論」として日本最先端のモニタリング・モデルの研究者による発表・

討議が行われた． 

得られた成果として，総合討論の時に各研究者から吐露された言

葉に集約されている．例えば，「自然を再生することの難しさ／覚悟」

「研究のためのツール開発の重要性」「分野をまたがった議論の必要

性」などがキーワードとして提示された．また，市民への情報発信

について，「現場に出て行く」「正確な情報伝達」「海からの視点」「現

象の背景を理解してもらえるような情報発信」等，今後の研究戦略

に係るヒントが得られた． 

 

6. 第5回東京湾シンポジウム（付録Ｅ） 

 

第5回の東京湾シンポジウムは，－環境研究と環境教育のリンク

－と銘打って，平成15年11月8日に，横浜シンポジアにおいて国

土技術政策総合研究所の主催により，180 名を超える参加者に対し

て5 名の話題提供者からの発表がなされた． 
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どのような自然再生を目指すのかという目標設定に対して，研究

センター，環境教育，各国の取り組み，自然再生実験などのキーワ

ードで考えるために，地域に根ざした教育機関として，国際的な研

究センターとして活用されているラノンマンブローブ研究センター

の活動の紹介や，環境教育，自然再生の事例，大阪湾での干潟実験

場での観測，国総研による「干潟を取り戻すプロジェクト」の紹介

などを行った． 

パネルディスカッションでは，紹介事例をモデルとして東京湾に

適用することを想定しての議論を行い，どのような自然再生を目指

し，どのような環境研究・教育に取り組むべきなのか等について考

えた． 

 

7. 第6回東京湾シンポジウム（付録Ｆ） 

 

第6回の東京湾シンポジウムは，平成17年6月2日に，横浜シン

ポジアにおいて国土技術政策総合研究所の主催により，210 名を超

える参加者に対して11名の話題提供者からの発表がなされた． 

前半のプログラムでは，国土交通省港湾局環境整備計画室川上氏

の基調講演「今後の港湾環境施策について」に引き続き，国土技術

政策総合研究所で実施されてきた関連の研究について，沿岸海洋研

究部，河川研究部，下水道研究部，環境研究部より「東京湾の再生

を実現していくための研究成果」が紹介された． 

後半のフォーラム「東京湾の再生に向けて」では，独立行政法人

港湾空港技術研究所の細川理事にコーディネイターをお願いし，横

浜港湾空港技術調査事務所環境課長 佐藤義博氏，東京都港湾局環境

対策担当副参事 江端治朗氏，東京湾漁業研究所所長 柿野純氏，NP O 

法人海辺つくり研究会理事 木村尚氏らのパネラーの方々からの話

題提供いただくとともに，「東京湾環境のグランドデザイン」の原案

を提示し，議論した． 

その結果，１）東京湾を再生のポテンシャルを持ち，市民が快適

に憩える場と理解し，社会経済活動の発展，生態系のネットワーク

の保全，さらには広域の物質循環に配慮した順応的なシステムを持

った環境施策が有効であると考えられること．２）そのためには，

人と海のつながり，適材適所の生物生息場の保全・創造，物質循環

の健全化のための施策応援の仕方 についてのとりまとめや技術開

発をしていくことが重要であること．などが，明らかになり，「東京

湾の環境グランドデザイン（修正案）」を取りまとめることができた． 

 

8. おわりに「東京湾の環境グランドデザイン（修正案）」 

 

第6回の東京湾シンポジウムでとりまとめた「東京湾の環境グラ

ンドデザイン（修正案）」を本報告のまとめとして以下に掲載する。 

 

 

「東京湾の環境グランドデザイン（修正案）」 

包括的目標としては， 

「背後都市の市民が快適に憩え，多様な生物を涵養する生息場があり，健全な物質循環が保たれている東京湾の形成推進を図る．」を掲げる． 

 

背景としては，以下の点に留意した． 

・ 東京湾における海と人の繋がり，地域における海への思い入れが失われつつある（市民にとって，なにが快適か忘れかけている） 

・ 湾奥部にある延長 60km におよぶ運河は，東京湾の環境の特性のひとつとして着目すべきであり，環境再生の場として，また市民と海

の接点の場として自治体などでの事業が推進されている． 

・ 生物の生息地は点在しており，ネットワークでつながっているものもある．その実証は科学的な自然再生の根拠を与えるとともに，NPO 

活動へのインセンティブのひとつにもなり得た． 

・ 生息生物は，様々な要因で変化してきている．回復傾向にある種も見受けられる． 

・ 生息場の作り方に関して，まだ技術開発の余地がある． 

・ 東京湾の環境を保持する上で，漁業と環境の連関，漁業者の活動は欠くべからざる視点であり，十分な情報の共有，協働が望ましい． 

・ 東京湾の水質は，下水道からの負荷，海底面からの溶出，海水交換などの物質循環によって支配されているが，これらは自然科学的な

変動機構を持つとともに，社会経済活動からの影響伝播も受けている． 

・ 埋め立てなどの事業実施も社会経済活動と密接に関係し，時代とともに変化してきているとともに，自然科学的条件にも影響を受けて

いることが考えられる． 

・ 様々なシナリオを検討し，実現していくための考え方の整理，政策判断のためのツールは整ってきた． 

  

その結果，具体の行動計画は，下記の3点に集約された． 
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１．人と海のつながりの再生 

（１）東京湾における海と人の繋がり，地域における海への思い入れの収集・共有 

（２）海と人の繋がりをもてる場の保全・創出・機能強化 

（３）将来世代（子供）への継承 

（４）行政のセクターを越えた協働 

（５）工場跡地の再生などの陸と一体となった，地域の活力を目指した再生 

２．適材適所の生物生息場の開発 

（１）生息場適地のリストアップ，マップ化，ゾーニング 

（２）生息場造成・維持管理技術の開発 

（３）水辺の特徴を生かした，様々なスケールの場作り． 

（４）現場実験の試行（行動計画の実現） 

（５）汽水域・干潟，二枚貝，アマモ場に着目した場作り 

３．物質循環の健全化のための施策応援 

（１）物質循環のモニタリングの継続（HF レーダ，定点観測，特異現象の研究） 

（２）合流式下水道の改善施策の有効性の検証の継続 

（３）広域の連携の推進 

（４）透明度向上のための施策，技術の開発 

（５）漁業活動（水産資源）と物質循環（環境）との連関への着目 

 

こうした行動計画の進捗を評価する基準として提案されたのは，以下の3点である． 

１．「東京湾」が人の話題になる回数の増加 

（子供が海に触れる機会の増大：家庭での話題，環境教育） 

（情報の得やすさの改善：マスコミへの発信，環境データベースの整備， 

シンポジウムの開催，東京湾を紹介する本の作成） 

２．東京湾における自然再生事業の実施支援 

（具体的な事業の実現箇所，面積，種類の提案，評価） 

（改善目標としての透明度，溶存酸素量のモニタリング） 

（透明度，溶存酸素量改善のための技術開発，政策ツールの開発） 

（健全な生態系の再生・創出・強化） 

３．関連研究成果の発信 

（特異現象の発見・解明） 

（検証済み技術・施策の広報・共有） 
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り，プロジェクト研究「快適に憩える美しい東京湾の形成 

(H13-16)」のプロジェクトリーダーでありました． 
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付録 B: 第2回東京湾シンポジウム報告書抄録 

    全文（A4版56ページ）はhttp://www.ysk.nilim.go.jp （港湾環境情報から入手可能） 
 



東京湾シンポジウム報告（第 1 回～第 6 回：環境のグランドデザインを目指して） 古川恵太 
 

8 
 



国総研資料 No.447 

9 
 



東京湾シンポジウム報告（第 1 回～第 6 回：環境のグランドデザインを目指して） 古川恵太 
 

10 
 



国総研資料 No.447 

11 
 

付録 C: 第3回東京湾シンポジウム報告書抄録 

    全文（A4版14ページ）はhttp://www.ysk.nilim.go.jp （港湾環境情報から入手可能） 
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付録 D: 第4回東京湾シンポジウム報告書抄録 
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付録 E: 第5回東京湾シンポジウム報告書抄録 

    全文（A4版44ページ）はhttp://www.ysk.nilim.go.jp （港湾環境情報から入手可能） 
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付録 F: 第6回東京湾シンポジウム報告書抄録 

    全文（A4版78ページ）はhttp://www.ysk.nilim.go.jp （港湾環境情報から入手可能） 
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